
Abstract: The purpose of this study was to

examine the influence of personality on causal

attributions of choking in sport.  We performed

questionnaire surveys on 358 college and

graduate students involved in sports, and

performed covariance structure analysis to

examine relationships between latent variables.

We found that extroversion and emotional

stability were personality traits associated with

causal attributions of choking.  Furthermore,

the fear of failure, being conscious of others, and

a weak personality were causative factors of

choking.  Athletes with low emotional stability

attributed the causes of choking to fear of

failure, being conscious of others, and a weak

personality.  Athletes with low extroversion

attributed the causes of choking to a weak

personality. Previous studies have not

addressed how individual differences in

personality traits influence choking in sport.

Our findings suggest that deepening the

understanding of choking can be facilitated by

considering both personality traits and

causative factors.

Key words: covariance structure analysis,

extroversion, emotional stability

【序　　論】

人前で話をするときに胸がどきどきすること

や，試験のときに頭が真っ白になるという経験は

我々の日常生活において珍しいことではない．同

様の現象はスポーツ場面においてもみられ，試合
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で思い通りの動きができないことや，集中力や判

断力が低下することが知られている．これらの現

象は一般に‘あがり’と呼ばれ，Baumeister

（1984）は，特定の状況において高いパフォーマ

ンスを発揮することの重要性を高める因子をプレ

ッシャーとし，プレッシャーによりパフォーマン

スが低下する現象を‘あがり（choking under

pressure）’と呼んだ．スポーツの試合では，こ

のような‘あがり’に陥らずに観衆や責任などの

プレッシャーの中で高いパフォーマンスを発揮す

ることが要求される．したがって，‘あがり’の

メカニズムや症状を明らかにし，特に‘あがり’

を経験しやすい選手に対して有効な対処法や予防

法を確立する必要がある．

運動場面における‘あがり’のメカニズムに関

する先行研究では，‘あがり’の原因を不安との

関係から説明する理論が提唱されている．例えば，

不安によって課題遂行に関係のない認知が促進さ

れ，パフォーマンスが悪化すると考える注意散漫

説（Wine，1971；Moran，1996）や，認知的不

安が高い場合，生理的覚醒水準の比較的高いとこ

ろでパフォーマンスが急激に落ち込むというカタ

ストロフィー理論（Hardy ＆ Parfitt，1991）な

どが挙げられる．また，近年における‘あがり’

のメカニズムに関する主要な仮説としては，意識

的処理仮説（Baumeister，1984；Beilock ＆

Carr，2001；Masters，1992；Hardy，Mullen ＆

Jones，1996；Willingham，1998）や処理資源不

足 仮 説 （ Eysenck， 1979； Humphreys ＆

Revelle，1984）がある．意識的処理仮説とは課

題に対する過剰な意識によって自動化されていた

スキルの脱自動化が起こり，その結果パフォーマ

ンスが低下すると説明する仮説である．一方，処

理資源不足仮説とは，不安や観衆などの課題以外

の対象を過剰に意識することによって，課題遂行

に必要な処理資源が奪われ，その結果パフォーマ

ンスが低下すると説明する仮説である．このよう

に近年の多くの研究では，プレッシャー下におけ

る注意の変化が‘あがり’の原因であることが報

告されている．

また，‘あがり’発現時の症状を調べた先行研

究も数多く報告されており，心理面・生理面・行

動面に表出する特徴が実験や質問紙調査によって

調べられている．まず，心理面における主な症状

としては，状態不安の増加（田中・関矢，2006；

Higuchi et al.，2002；Mullen ＆ Hardy，2000）

や前述の注意の変化（e.g.，Baumeister，1984）

が挙げられ，これらは実験的に明らかにされた心

理的特徴と言える．また，質問紙調査を行なった

先行研究では，自我機能の混乱や不安感情の増加

（市村，1965），さらには自己不全感，責任感，お

よび他者への意識といった，自己のおかれている

状況に対する認知の促進（有光・今田，1999）が

示されている．次に，生理面については心拍数の

増加（村山ほか，2007；Higuch i，2000；

Landers et al.，1985）が実験的研究において報

告されており，市村（1965）の質問紙調査では交

感神経系の亢進という因子が抽出されている．そ

して，行動面については運動変位の縮小（田中・

関矢，2006；村山ほか，2007）や運動遂行時間の

増加（Beuter ＆ Duda，1985），運動変位の変動

性の増加（田中・関矢，2006）あるいは減少

（Higuchi，2000）などが実験的研究において報告

されている．

このように，スポーツにおける‘あがり’を対

象とした先行研究では，そのメカニズムや症状に

焦点が当てられてきた．しかし，個々のスポーツ

選手は，多種多様な特性を有しており，‘あがり’

のメカニズムや症状が個人によって異なることが

考えられる．また，選手自身が‘あがり’の原因

として帰属させる因子も異なることが考えられ

る．成功や失敗に対する判断のように自己の経験

した達成結果をどのように認知するかは原因帰属

と呼ばれる（伊藤，1987）．例えば，スポーツに

おける‘あがり’の原因帰属を質問紙によって調

べた金本ほか（2002）の研究では，因子分析の結

果，「失敗不安」，「他者への意識」，「準備不足感」，

「性格の弱さ」，「責任感」，「状況の新奇性」の６

因子が抽出されており，選手によって帰属する因

子が異なる可能性を示唆している．

そこで本研究では，‘あがり’の原因帰属に個

人差をもたらしうる１つの要因として，性格特性

に着目した．性格は，個人を特徴づけている持続

的な感情や意志の傾向を意味するが，近年の性格
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研究では，外向性，協調性，誠実性，情緒安定性，

開放性の５つの因子（Big Five）が基本的特性次

元とされている（Digman，1989；McCrae ＆

Costa，1997）．そして，性格特性に関するこのよ

うな捉え方は“ビッグファイブ”あるいは“５因

子モデル”という呼称で欧米を中心に広く認知さ

れている．このような性格特性と‘あがり’の関

係性について調べた研究は，これまでにも報告さ

れている．例えば，有光（1999）は，性格特性と

あがりやすさの関係性を質問紙によって調べてお

り，‘あがり’と関連の深い性格特性として，神

経症傾向やシャイネスの高さ，ならびに自意識の

高さを挙げている．さらに，スポーツにおける

‘あがり’に焦点を当てたいくつかの研究におい

ても，‘あがり’と関連の深い性格特性について，

神経症傾向（麓・成田，1984）や自意識の高さ

（Baumeister，1984；Wang et al.，2004），なら

びに特性不安の高さ（徳永・橋本，2000）が示さ

れている．これらのことから，特に神経症傾向や

自意識の高さは，一般的な‘あがり’においても，

スポーツにおける‘あがり’においても関連が深

い性格特性であると考えられる．しかし，このよ

うな性格特性が‘あがり’の原因帰属にどのよう

な影響を及ぼすかについて調べた研究はみられな

い．上述したように，心理，生理，行動の3側面

に対して生じる‘あがり’の症状は様々であり，

性格特性の違いによって，帰属させる原因も異な

る可能性があることが予想される．したがって，

性格特性と‘あがり’の原因帰属の関係を明確に

することは，性格特性の異なる個人に合わせた

‘あがり’の対処法や予防法を開発するための有

用な手がかりになると考えられる．以上のことか

ら，本研究ではスポーツにおける‘あがり’の原

因帰属と性格特性の５次元を質問紙によって調査

し，それらの関係性について検討することを目的

とした．

【方　　法】

１．モデルの構築

本研究では構造方程式モデリング（Structural

Equation Modeling：ＳＥＭ）の考え方を用いて，

‘あがり’の原因帰属と性格特性の関係を表すモ

デルの構築を試みた．

１）‘あがり’の原因の因子構造

有光（2001）および金本ほか（2002）は，‘あ

がり’の原因帰属に関する質問紙調査ならびに因

子分析を行なっており，両者に共通する原因帰属

因子は，「失敗不安」，「他者への意識」，「責任感」

である．そして，「準備不足感」と「不足感」，

「性格の弱さ」と「性格・感情」，「状況の新奇性」

と「新奇性」はそれぞれほぼ同義のものと考えら

れる．したがって，‘あがり’の原因は大きく分

けて６つの因子で構成されると考えられ，この６

因子は日常生活における‘あがり’の原因を網羅

しており，本研究の対象となるスポーツにおける

‘あがり’の原因の大半もこれらの因子に該当す

るのではないかと考えられる．ただし，スポーツ

においては競争や勝負を強く意識することが多

く，そのことが原因で‘あがり’に陥る選手も少

なくないと考えられる．したがって本研究では，

競争や勝負を強く意識することを示す因子を新た

に考案し，「勝利欲」と命名した．以上より本研

究では，スポーツにおける‘あがり’の原因を，

上記の６因子に「勝利欲」を加えた7因子によっ

て構成するのが妥当であると判断した．表１に各

因子の解説を示す．

２）性格特性の因子構造

本研究では，性格特性を包括的に取り上げる必

要がある．前述したように，近年では，性格の基

本次元は５因子であるという認識で一致している
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ことから（Goldberg，1992），本研究における性

格特性も５つの因子により構成した．なお，性格

特性の５因子の呼称は研究者によって異なるが，

本研究では，村上・村上（1997）が命名した「情

緒安定性」，「外向性」，「勤勉性」，「知性」，「協調

性」を使用した．表２に各因子の解説を示す．

以上の知見を基に，スポーツにおける‘あがり’

の原因と性格特性の関係についての仮説をパス・

ダイアグラムを用いて表したものが図１である．

図１の左側に性格特性の５因子，右側に‘あが

り’の原因を示す７因子を配置した．先行研究に

おいては，性格特性因子と‘あがり’の原因因子

のうち，どの因子間にどの程度の関係があるのか

が明らかにされていない．したがって，本モデル

では性格特性因子と‘あがり’の原因因子の全て

の因子間に双方向のパス（矢印）を引き，全ての

因子間に相関があると仮定した．また‘あがり’

の原因因子間および性格特性因子間の相関を検討

するためにそれぞれに双方向のパスを引いた．

２．質問紙調査

モデルの妥当性を検討する上で必要なデータを

収集するために「‘あがり’に関する調査」と題

した質問紙を作成し，以下の要領で調査を行なっ

た．

１）調査時期

平成17年11月下旬から12月上旬にかけて調査を

行なった．

２）調査対象および手続き

被調査者は，大学生および大学院生合わせて

358名（平均年齢＝19.4歳（ＳＤ＝2.47））であっ

た．調査は大学の講義時間に集団的に実施したほ

か，複数の運動系クラブに依頼した．回答に要し

た時間は，15～20分であった．

３）調査内容（質問項目）

質問紙は，質問Ⅰとして‘あがりやすさ’と

‘あがり’経験時の原因帰属に関する項目，質問

Ⅱとして性格特性に関する項目を準備し，被調査

者に回答を求めた．回答の対象となる‘あがり’

場面は，現在，もしくは過去に行なっていたスポ

ーツの試合などの状況（大会，練習試合，ゲーム

形式の練習，記録会等）とした．質問Ⅰ，Ⅱの詳

細について以下に記述する．

（１）質問Ⅰ：‘あがり’経験の頻度および原因

に関する質問

まず，試合などの状況における「あがりやすさ」

について，「５：いつもあがる」から「１：まっ

たくあがらない」までの５件法で回答を求めた．

この項目で「１：まったくあがらない」または

「２：ほとんどあがらない」と回答した被調査者

には，‘あがり’の一般的定義として，「どんなと

きに人はあがり，どのような状態になるのか」に

ついての自由記述を求めた．それ以外の被調査者

には，これまでのスポーツ経験において最も‘あ

がった’経験を想起してもらい，記述するよう求

めた．続いて，想起した経験における‘あがり’

の原因に関する質問に回答させた．

‘あがり’の原因に関する質問は35項目で構成

し，そのうち26項目は有光（2001）と金本ほか
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図１　スポーツにおける‘あがり’の原因と性格
特性の相関モデル

表２　性格特性の５因子
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（2002）の研究において共通して用いられたもの

であった．その他の項目内訳は，有光（2001）の

研究で用いられたものが２項目，金本ほか（2002）

の研究で用いられたものが２項目，および筆者が

新たに考案したものが５項目であった．回答方法

は，「５：とても当てはまる」から「１：まった

く当てはまらない」までの５件法とした．

（２）質問Ⅱ：性格特性に関する項目

性格特性に関する質問項目は村上・村上（1997）

の主要５因子性格検査を参考にして作成した．こ

の主要5因子性格検査は，「外向性」，「協調性」，

「勤勉性」，「情緒安定性」，「知性」の５因子に関

する質問（60項目，各因子12項目）に建前尺度

（10項目）を加えた計70項目で構成されている．

しかし，「機会さえ与えられれば，皆のよいリー

ダーになれる」および「ほとんどの知人から好か

れている」の２項目はどの因子に振り分けるべき

か判断しかねたため，質問項目として採用しなか

った．また「私は重要人物である」という項目に

ついては，回答の際の解釈が難しいと思われたた

め，同様に採用しなかった．これらのことから，

最終的に用いた性格特性に関する質問は67項目で

あった．なお，回答方法は「５：とても当てはま

る」から「１：まったく当てはまらない」までの

５件法とした．

３．分　　析

収 集 さ れ た デ ー タ を 基 に ， 分 析 ソ フ ト

Amos16.0を用いてモデル（図１）の妥当性，潜

在変数（因子）間の相関係数および各潜在変数か

らそれぞれ対応する観測変数（質問項目）への影

響指標を検討した．

【結　　果】

無回答の者（１名）および回答に不備がある者

（51名）を分析から除外した．さらに質問Ⅰ（１）

において「１：まったくあがらない」または

「２：ほとんどあがらない」と回答した者（60名）

は質問Ⅰ（３）の回答対象から除外したため，最

終的な分析対象者は246名（男性128名，女性118

名，平均年齢19.2歳（ＳＤ＝1.06））であった．

１．モデル１の評価

‘あがり’の原因と性格特性の関係を表すモデ

ル１（図１）の妥当性を検討するために共分散構

造分析を行なった．その結果，適合度指標はGFI

（Goodness of Fit Index）＝.546，AGFI（Adjusted

Goodness of Fit Index）＝.522，CFI（Comparative

Fit Index）＝.590，PCFI（Parsimonious Comparative

Fit Index）＝.571，RMSEA（Root Mean Square

Error of Approximation）＝.063であった．観測変

数が102と多く，また自由度が4983と大きいため

GFI，AGFI，CFI，PCFIの値は理想とされる.90

を大きく下回った．しかし，１自由度あたりの乖

離度を評価するRMSEAは，Browne ＆ Cudeck

（1993）が許容範囲とする.08以下であったことか

ら，モデル１は妥当であると判断した．

また，確認的因子分析の結果，‘あがり’の原

因因子については，各因子からの観測変数への影

響指標がいずれも.40以上の値を示し，かつ統計

的に有意であった（ｐ＜.001）．このことから，

原因に関する潜在変数と観測変数との関係は適切

に対応していることが示された．

一方，性格特性では「外向性」，「勤勉性」，「情

緒安定性」，「知性」の４つの潜在変数において観

測変数への影響指標は.40以上の有意な値を示し

ていた（ｐ＜.001）．しかし「協調性」における

観測変数のうち，問６，31，42，46，60への影響

指標は有意な値を示さなかった．

２．モデルの修正と再分析

共分散構造分析では，検定結果を基に有意水準

を下回るパス（矢印）の削除や新たなパスの付加

によってモデルを修正し，適合度を高める作業が

行われる．そこで本研究では，モデル１において，

性格特性と原因帰属の潜在変数間の相関係数が統

計 的 に 有 意 な 値 を 示 し た 箇 所 に 注 目 し た

（ｐ＜.001）．その結果，性格特性における「情緒

安定性」と原因における「失敗不安」，「他者への

意識」，「性格の弱さ」の各因子間，ならびに性格

特性における「外向性」と原因における「性格の

弱さ」の潜在変数間に有意な関係性がみられた．

そこで，性格特性における「情緒安定性」，「外向

性」の２因子と，原因における「失敗不安」，「他

5
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者への意識」，「性格の弱さ」の３因子を潜在変数

としてモデル２を構築し，再度共分散構造分析を

行なった．なお，モデル１では‘あがり’の原因と

性格特性のすべての潜在変数間の相関関係のみを

分析したが，モデル２では，‘あがり’の原因帰属

の個人差が性格特性に起因すると仮定し，性格特

性に関する２つの潜在変数から原因に関する３つ

の潜在変数に対する因果関係の強さを検討した．

モデル２の分析結果を図２に示す．適合度指標

はGFI＝ . 6 7 9，AGFI＝ . 6 4 9，CFI＝ . 7 4 4，

PCFI＝.709，RMSEA＝.075であった．RMSEA

が.08以下であったことから，モデル２において

も妥当であると判断した．このことから，本研究

におけるモデル２は，収集したデータを説明する

モデルとして許容範囲内にあると考えられた．

また，すべての潜在変数において，それぞれの

潜在変数を構成する観測変数への影響指標はいず

れも統計的に有意な値を示した（ｐ＜.001）．した

がって，潜在変数と観測変数は適切に対応してい

ることが示された．モデル２において用いた潜在

変数と観測変数，ならびに影響指標を表３に示す．

【考　　察】

本研究では，性格特性がスポーツにおける‘あ

がり’の原因帰属に及ぼす影響を調べるため，性

格特性の因子と‘あがり’の原因帰属の因子の因

果モデルを構築し，共分散構造分析によって妥当

性を検討した．その結果，「情緒安定性」と「外

向性」という２つの性格特性が，「失敗不安」，

「他者への意識」，「性格の弱さ」という‘あがり’

の原因帰属の３つの因子に対して影響を及ぼすこ

とが明らかとなった．

まず，「情緒安定性」については，大学生を対象

にあがりやすさと性格特性との関係を調べた松田

（1961）や有光（1999）の研究においても，‘あが

り’に関連の深い性格特性として報告されている．

また，「情緒安定性」の低い選手は神経質的傾向

6

表３　モデル２における潜在変数，観測変数，ならび
に影響指標

図２　性格特性と原因帰属の因果モデル２の分析
結果
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も高く，不安や心配などの否定的な感情を喚起し

やすいと考えられ，竹村・岡沢（1979）の研究に

おいては‘あがり’やすさの自己評定と神経症質

的傾向との間に正の相関関係があることが示され

ている．本研究では，「情緒安定性」が，「失敗不

安」，「他者への意識」，「性格の弱さ」という原因

に関する潜在変数に対して負の影響を与えること

が示されたが，‘あがり’状況下においては，「情

緒安定性」の低い選手ほど不安や心配などの否定

的な感情が喚起され，その結果‘あがり’の原因

を「失敗不安」や「他者への意識」，ならびに

「性格の弱さ」に帰属させたと考えられる．

次に，「外向性」に着目する．本研究において，

「外向性」は「性格の弱さ」に負の影響を及ぼす

ことが示された．これは，「外向性」の低い，す

なわち内向性の高い選手ほど‘あがり’の原因を

自己の「性格の弱さ」に帰属させることを意味し

ている．「性格の弱さ」は‘あがり症’，‘恥ずか

しがりや’といった対人不安傾向と，‘度胸のな

さ’，‘精神面の弱さ’という自己不足感を表す因

子であり（金本ほか，2002），自己の性格に対す

る否定的な評価を示す．そして，特に対人不安傾

向の高さは，公的自意識の高さと密接に関連して

おり（菅原，1984），さらには公的自意識の高い

人ほど，他者からの評価的態度に敏感であること

が示されている（Fenigstein，1979）．さらに，

杉原（1987）は，動機づけとパフォーマンスの関

係を示した逆U字理論を参考にスポーツにおける

‘あがり’を論じており，‘あがり’時には動機づ

けが過剰な状態にあると説明した．そして，内向

性の高い選手ほど外部環境の刺激に弱いために，

試合などの状況では日常の練習よりも動機づけが

過剰となってパフォーマンスが低下すると指摘し

ている．このことから，公的自意識の高い選手に

みられる他者からの評価的態度に対する敏感さ

は，内向性の高い選手にもみられることが推察で

きる．したがって，内向性の高さと自意識の高さ

は，親和性の高い性格特性である可能性が高い．

そして，Wang et al.（2004）はバスケットボー

ルのフリースロー課題を用いた実験から，自意識

の高い選手や，身体不安が特性的に高い選手ほど

プレッシャーによってパフォーマンスが低下した

ことを示している．したがって，「外向性」の低

い選手は，「外向性」の高い選手に比べて‘あが

り’やすく，公的自意識が高いために外部環境へ

の敏感さによって‘あがり’の原因を「性格の弱

さ」に帰属する傾向にあると考えられる．

ところで，試合で高いパフォーマンスを発揮す

ることが求められるスポーツ選手や，そのような

選手を指導するスポーツ指導者にとって，‘あが

り’を事前に防ぐための予防法や，‘あがり’に

陥った際に有効な対処法を獲得することは重要な

課題である．しかし，スポーツ選手の性格特性や，

‘あがり’に陥った際の症状は各選手において

様々であり，選手に応じた予防や対処が必要であ

ると考えられるが，その実施は難しい現状にある．

そのような中，本研究の結果は，特に「情緒安定

性」や「外向性」が低い選手における‘あがり’

の原因帰属が，感情面の変化や，他者への意識な

らびに自意識の高さといった認知面の変化に影響

されることを示唆した．したがって，これらの因

子を手がかりにしながら‘あがり’の原因を特定

していくことで，これらの性格特性を有する選手

に特化した予防法や対処法を効率的に探ることが

可能になると考えられる．

以上のことから，本研究では，「失敗不安」と

「他者への意識」という原因帰属の因子は「情緒

安定性」から，「性格の弱さ」は「情緒安定性」

と「外向性」の両特性から負の影響を受けること

が示された．これまでの‘あがり’に関するいく

つかの研究では，‘あがり’に関連の深い性格特

性や，原因を帰属する因子が調べられてきた．し

かし，性格特性の違いが原因帰属様式に及ぼす影

響は検討されておらず，本研究の結果は，その関

係性を明らかにしたところに意義がある．しかし，

本研究で調べた原因帰属の因子は，‘あがり’に

対する選手の主観的報告から得られた見解である

ため，実際の‘あがり’がどのような原因によっ

て生じたのかを明確に示すものではない．‘あが

り’に関する実験的研究では，客観的データによ

って，心理面・生理面・行動面に生じる様々な症

状が示されており，さらには意識的処理仮説や処

理資源不足仮説などのように注意の変化がパフォ

ーマンスの低下を導くことを説明する複数の仮説
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も提唱されている．本研究において，性格特性の

違いによって‘あがり’の原因も異なる可能性が

あることが推察されたことから，今後は性格特性

の５因子と，これらの症状や仮説との関係性につ

いて詳細に調べる研究を行なうことが必要である

と考えられる．
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